
【接種前に必ずお読みください】 

岩国市新型コロナウイルス感染症予防接種を受けられる方へ 

 岩国市では、新型コロナワクチンの予防接種を行っています。この予防接種は、主に個

人の発病や重症化の予防を目的として行われるもので、法律上の接種義務はなく、ご本人

の意思で接種を希望される場合にのみ接種を受けるものです。 

接種に当たっては、次の説明書をよく読み、医師の十分な説明を受け、理解をした上で判

断してください。 

新型コロナウイルス感染症予防接種についての説明書 

 新型コロナウイルス感染症は、新型コロナウイルスに感染することで起こる病気で、主

な症状は発熱、咳、全身倦怠感ですが、頭痛や下痢、結膜炎、味覚障害などの症状がみら

れることがあります。感染しても自然に軽快することがほとんどですが、高齢の方や基礎

疾患がある方が感染すると重症化するリスクがあります。 

感染経路は主に、エアロゾル感染、飛沫感染、接触感染で、発症前から感染性があり、

症状がない感染者からも感染することがあります。 

 新型コロナウイルス感染症の予防には、マスクの着用を含めた咳エチケット、手指の消

毒や手洗い、換気が効果的です。 

 

１ 新型コロナワクチンの有効性 

新型コロナワクチン（ワクチン）は、発症予防や重症化（入院）予防の効果があるとい

われています。新型コロナウイルスは変異を繰り返しており、流行している株のワクチン

を用いることで重症化予防や発症予防効果が期待されるため、定期接種に用いるワクチン

の種類は、毎年見直すこととされています。 

ワクチンは国内外のメーカー複数社から製造されることとなっています。、どのメーカー

のワクチンを使用するかは医療機関によって違いますので、医療機関でご確認ください。 

２ 新型コロナワクチンの副反応 

 ワクチンの主な副反応として、注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節の痛み等

や、まれにアナフィラキシー（急性のアレルギー反応で、発疹、じんましん、かゆみ、呼

吸困難など）がみられることがあります。また、ワクチンの種類によってごくまれに心筋

炎や心膜炎を疑う事例が報告されています。接種後 30分はその場で健康観察をすること並

びに接種後数日の間に胸の痛み、動悸、息切れ、むくみなどの症状があった場合は速やか

な医療機関の受診が必要です。 

詳細は接種するワクチンのメーカーのリーフレットやホームページでご確認ください。 

参考：厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンについて」

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_00184.html 
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裏面もお読みください 



３ 予防接種を受ける前に 

 ワクチンについて気にかかることやわからないことがあれば、予防接種を受ける前に担

当の医師や看護師に質問しましょう。十分に納得できない場合には、接種を受けないでく

ださい。 

予診票は接種する医師にとって、予防接種の可否を決める大切な情報です。原則として、

接種を受けるご本人が責任を持って記入し、正しい情報を接種医に伝えてください。 

 

４ 予防接種を受けることが不適当な方 

⑴  発熱がある人（37.5℃以上） 

⑵  重篤な急性疾患にかかっている人 

⑶  予防接種の接種液の成分によってアナフィラキシーを起こしたことがある人 

⑷  その他医師が不適当と判断した場合 

※その他予防接種に際して注意が必要な方として①心臓や腎臓、肝臓、血液疾患などの

基礎疾患のある人、②過去にけいれんを起こした人、③本人または近親者に免疫不全の

診断を受けたことがある人、④予防接種後に発熱やアレルギーを疑う症状を起こした人、

⑤抗凝固療法を受けていたり、血小板減少症など血液の凝固障害がある人があります。

接種前に接種医とよくご相談して下さい。 

 

５ 予防接種を受けた後の一般的注意事項 

⑴  予防接種を受けた後 30分程度は、医療機関（施設）で様子を観察するか、医師と

すぐに連絡をとれるようにしておきましょう。急な副反応が、この間に起こることが

まれにあります。 

⑵  接種後、1週間は副反応の出現に注意しましょう。 

⑶  入浴は差支えありませんが、接種部位をこすることはやめましょう。 

⑷  接種後、接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、速やかに医師の診察

を受けましょう。 

⑸  接種当日は激しい運動は避けましょう。 

 

６ 副反応が起こった場合 

 予防接種を受けた後、接種局部のひどい腫れ、高熱、けいれんなどの症状があった場合

は医師にご相談ください。（副反応で受診される場合、医療保険対応となります。） 

 予防接種による重い副反応が起こった場合、厚生労働大臣が予防接種法に基づく定期の

予防接種によるものと認定したときは、予防接種法に基づく健康被害救済の給付の対象と

なります。 

 
問い合わせ先：岩国市保健センター 

電話：24-3751 


